
能登半島地震
ドローンによる捜索活動

出典：令和6年1月7日防衛省
　　　「令和6年能登半島地震に係る災害派遣について」より
https://www.mod.go.jp/js/pdf/2024/p20240107_01.pdf
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は
2
万
６
５
４
１
棟
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
約
１
万
４
７
０
０
人
の
方
が
避
難

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す（
２
０
２
４
年

１
月
31
日
現
在
）。※
１

能
登
半
島
の
最
近
の
大
き
な
地
震
と
し
て

は
、
２
０
０
７
年
3
月
25
日
9
時
41
分
に

M
６
・
9
、
震
度
6
強
の「
平
成
19
年
能
登

半
島
地
震
」が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き

は
、
今
回
ほ
ど
被
害
は
大
き
く
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
能
登
半
島
で
は
今
ま
で
M
７
以

下
の
地
震
が
か
な
り
多
く
起
こ
っ
て
い
ま
す

が
、
１
６
０
０
年
以
降
の
記
録
で
は
M
７

を
超
え
る
地
震
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」と
は
、
地
震
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
表
す
単
位
で
、
対
数
値
で
す
。
１

増
え
る
と
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
約
32
倍
と

な
り
ま
す
。
M
が
7
以
上
の
地
震
を
大
地

震
、
M
が
8
以
上
の
地
震
を
巨
大
地
震
と

い
っ
た
目
安
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
っ
て
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々

に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
刻
も
早
く
復
旧
お
よ
び
復
興
が
進
む

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
４
年
１
月
１
日
、
能
登
半
島

で
は
多
く
の
人
々
が
新
年
を
ご
家
族
と
祝

う
た
め
に
故
郷
に
戻
り
、
団
ら
ん
の
時
を

過
ご
し
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
矢

先
、
能
登
半
島
沖
を
震
源
と
し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド（
以
下
M
）７
・
６
、
最
大
震
度

７
の「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」が
起

こ
り
ま
し
た
。
こ
の
地
震
で
石
川
県
で
は

２
３
8
人
の
方
が
亡
く
な
り
、
住
宅
被
害

回
の
地
震
は
大
地
震
の
範
疇
に
入
り
ま
す
。

地
震
予
測
に
関
し
て
は
、
地
震
が
起
こ

り
そ
う
な
と
こ
ろ
は
地
震
ハ
ザ
ー
ド
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
発
表
し
て
い
る「
確
率
論

的
地
震
動
予
測
地
図
」に
よ
っ
て
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
地
震
が
起
こ
る
時
期
の
予

測
は
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
実
際
、

２
０
２
０
年
度
～
２
０
５
０
年
度
の
間
の

予
測
地
図
で
は
、
能
登
半
島
は
、
震
度
６

弱
以
上
の
地
震
が
起
こ
る
確
率
は
３
％
で
、

他
の
地
域
と
比
べ
る
と
地
震
が
あ
ま
り
起

こ
ら
な
い
場
所
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
高
知
県
、
和
歌
山
県
、
静
岡
県

お
よ
び
千
葉
県
は
26
～
１
０
０
％
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
地
方
で
過
去
に
関
東

大
震
災（
１
９
２
３
年
9
月
1
日
）、
北
伊

豆
地
震（
１
９
３
０
年
11
月
26
日
）以
降
90

年
間
M
７
を
超
え
る
大
き
な
地
震
は
起

こ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
地
震

予
測
は
計
算
だ
け
で
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

震
災
と
い
う
と
原
子
力
発
電
所
の
安
全

性
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
新
規
制

基
準
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
地
震
、
津
波

と
も
基
準
を
強
化
し
た
上
で
、
既
存
の
原

子
炉
に
対
し
て
も
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
※
２
さ

せ
る
こ
と
に
加
え
、
仮
に
、
今
回
見
直
し

た
基
準
に
お
け
る
想
定
を
超
え
る
事
故
や

自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て

も
、
炉
心
損
傷
の
防
止
、
格
納
容
器
の
破

損
の
防
止
、
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
と

し
て
の
対
策
を
要
求
し
て
い
ま
す
。※
３

原
子
力
発
電
所
の
立
地
条
件
に
活
断

層
が
な
い
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
活

断
層
が
原
子
力
発
電
所
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
す
か
、
ま
た
、
そ
れ
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
耐
震
安
全
設
計
を
講
じ
る
か
、

過
去
の
教
訓
を
十
分
に
生
か
す
と
と
も
に
、

常
に
最
新
の
知
見
を
反
映
す
る
こ
と
が
大

事
か
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
ひ
ろ
ば
５
１
５
号
で
放
射

性
同
位
元
素
の
炭
素
14
に
よ
る
年
代
測
定

の
話
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
の
地
震

で
、
福
井
県
の
水
月
湖
の
湖
底
に
、
地
震

に
よ
る
泥
の
堆
積
に
よ
る
地
震
を
表
す
年

縞
が
記
さ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
水
月

湖
の
推
積
層
の
年
縞
を
調
べ
る
と
周
期
性

の
あ
る
地
震
が
読
み
取
れ
る
よ
う
な
の

で
、
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
す
地
震
の
予

測
は
、
推
積
層
の
年
縞【
図
１
】を
調
べ
る

こ
と
に
よ
り
行
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ひ
ろ
ば
５
１
１
号
で
説
明
し
た
よ
う
に

地
中
に
存
在
す
る
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
、
ト
リ
ウ

ム
の
娘
核
種
※
４
の
中
で
希
ガ
ス
の
も
の
は
、

予
測
で
き
な
か
っ
た
能
登
半
島
地
震

図１　水月湖の年縞（福井県）

出典：https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/shizen/nennkou/nennkoukaisetup_d/fil/handbookJp.pdfより
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※
１　

内
閣
府
災
害
情
報  https://w

w
w

.bousai.go.jp/

※
２　

新
た
な
知
見
に
対
応
す
る
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、
法
令
及

び
規
制
基
準
の
改
正
等
に
よ
り
新
た
な
知
見
を
規
制
に
反

映
し
、
そ
の
新
た
な
規
制
を
既
存
の
施
設
に
も
適
用
す
る

こ
と
を
い
う
。

※
３　

原
子
力
規
制
委
員
会 

新
規
制
基
準

　
　

https://w
w

w
.nra.go.jp/activity/regulation/

tekigousei.htm
l
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地
中
か
ら
抜
け
出
て
地
表
に
現
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
地
面
の
下
の
地
殻
に
変
化
が

生
じ
、
地
殻
に
地
割
れ
な
ど
が
起
き
れ
ば
、

そ
の
隙
間
を
通
っ
て
き
た
放
射
性
の
希
ガ
ス

が
検
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、
火
山
の
噴
火
を
予

測
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
過
去
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
１
９
９
８
年
、
岩
手
山
周
辺
で
火

山
性
地
震
が
頻
発
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

日
本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協
会
の
二
ツ
川
章
二

氏
ら
は
１
９
９
８
年
12
月
～
２
０
０
４
年

３
月
の
間
、
岩
手
山
麓
の
湧
水
お
よ
び
温

泉
水
に
含
ま
れ
る
ラ
ド
ン
濃
度
の
測
定
を

行
い
ま
し
た
。

【
図
２
】は
、RA

D
IO

ISO
TO

PES,54,
169-177(2005)

か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
、

縦
軸
が
ラ
ド
ン
の
濃
度（
Bq
／
L
）、
横
軸
が

測
定
年
月
で
す
。
各
折
れ
線
は
各
観
測
点
に

お
け
る
ラ
ド
ン
濃
度
の
変
化
を
表
し
て
い
ま

す
。
観
測
点
４
、５
、６
、７
、８
の
ラ
ド
ン
濃

度
は
１
９
９
８
年
の
地
震
の
後
、
徐
々
に
増

加
し
、
そ
の
後
一
定
の
値
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
地
中
の
ラ
ド
ン
が

温
泉
水
お
よ
び
湧
水
に
溶
け
込
む
よ
り
も
、

地
震
で
生
じ
た
地
割
れ
を
ラ
ド
ン
が
通
っ
て

し
ま
っ
た
結
果
、
地
中
の
ラ
ド
ン
の
含
有
量

が
少
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
大
澤
祐
輝
先
生
ら
は
、
地
中
を

通
っ
て
き
た
放
射
性
ガ
ス
が
地
上
の
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
で
計
測
さ
れ
る
空
間

線
量
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
、
地
震
と
空

間
線
量
と
の
関
係
を
調
べ
ま
し
た（Journal 

of A
tm

ospheric Electricity, Vol.38, 
N

o.1, 2019, pp.11-21

）。【
図
３
】

大
澤
先
生
ら
は
、
地
震
発
生
時
刻
か
ら

T
seq

以
内
に
空
間
線
量
増
加
が
発
生
し
た

場
合
、
空
間
線
量
増
加
と
地
震
が「
併
発

し
た
」と
判
定
し
、
こ
のT

seq

※
５
を「
関
連

付
け
時
間
長T

seq

」と
し
ま
し
た
。
今
回

の
測
定
で
は
、
地
震
が
起
こ
る
１
日
前
か

ら
の
空
間
線
量
増
加
を
対
象
と
し
ま
し
た

（Tseq=-1 [days]

）。
横
軸
を
測
定
期
間
中

の「
空
間
線
量
増
加
継
続
時
間+T

seq｣

の

総
和
を
測
定
期
間
で
割
っ
た
も
の
を
警
報

分
率
と
し
、
縦
軸
を
対
象
と
す
る
地
震
の

う
ち
、「
空
間
線
量
増
加
継
続
時
間+Tseq｣

の
期
間
中
に
発
生
し
た
地
震
と
の
頻
度
の

割
合
を
予
知
率
と
し
て
い
ま
す
。
空
間
線

量
増
加
の
測
定
デ
ー
タ
と
地
震
の
デ
ー
タ

が
ラ
ン
ダ
ム
の
場
合
、
横
軸
と
縦
軸
は
比

例
関
係
に
な
り
ま
す
。
測
定
デ
ー
タ
の
予

知
率
が
こ
の
比
例
関
係
の
直
線
よ
り
外
れ

る
場
合
、
空
間
線
量
計
と
地
震
と
の
間
に

関
連
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

【
図
３
】の
右
図
は
茨
城
県
の
古
河
市
、

つ
く
ば
市
、
牛
久
市
の
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
ポ
ス
ト
の
２
０
１
２
年
３
月
31
日
～

２
０
１
６
年
３
月
30
日
の
記
録
デ
ー
タ
と

地
震
デ
ー
タ
か
ら
得
ら
れ
た
空
間
線
量
と

地
震
と
の
相
関
図
で
す
。

こ
こ
で
は
、
解
析
対
象
の
地
震
は「
M
≥

4.5｣

、「
L
≤100[km

]｣

、「
D
≤50[km

]｣

と
限

定
し
て
い
ま
す
。
M
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
、

L
は
震
源
地
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の

間
の
距
離
、
D
は
震
源
の
深
さ
で
す
。
対

角
線
は
空
間
線
量
増
加
と
地
震
発
生
が
ラ

ン
ダ
ム
で
起
こ
っ
た
と
す
る
予
報
線
と
な

り
ま
す
。
空
間
線
量
増
加
と
関
係
な
く
ラ

ン
ダ
ム
に
地
震
が
何
回
か
発
生
し
た
場
合
、

「
空
間
線
量
増
加
継
続
時
間+T

seq｣

の
期

間
中
の
地
震
数
は
二
項
分
布
に
従
う
と
考

え
て
、
信
頼
度
95
％
の
地
震
の
予
報
率
を

計
算
し
た
も
の
が
破
線
で
す
。
予
知
率
が

こ
の
破
線
を
超
え
て
い
た
場
合
、
信
頼
度

95
％
で
空
間
線
量
増
加
と
地
震
の
関
連
性

が
あ
り
と
判
定
し
ま
す
。
黒
線
は
各
々
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
で
観
測
さ
れ
た
空

間
線
量
増
加
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
予
知

率
で
す
。【
図
３
】の
右
図
で
は
線
が
破
線
を

超
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
95
％
の
信
頼
度

を
も
っ
て
、
空
間
線
量
増
加
と
地
震
と
の

間
に
関
連
性
が
あ
る
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
す
。
こ
の
結
果
か
ら
、
地
中
か
ら
の
ラ

ド
ン
の
量
は
地
震
が
起
こ
る
前
に
増
加
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

放
射
線
の
計
測
は
喫
緊
の
地
震
予
測
に
つ

な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

図２　岩手山麓の湧水および温泉水に含まれるラドン濃度の時間変化

出典：RADIOISOTOPES,54,169-177(2005)
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図３　空間線量計の場所（古河市、つくば市、牛久市）（左図）とこの３箇所での空間線量と地震の相関図（右図）

出典：Journal of Atmospheric Electricity, Vol.38, No.1, 2019, pp.11-21

※
４　

壊
変
前
の
核
種
を「
親
核
種
」、
壊
変
後
の
核
種
を「
娘
核

種
」と
い
う
。

https://www.env.go.jp/chem
i/rhm

/h30kisoshiryo/
h30kiso-01-02-06.html

※
５　

tim
e sequence

：
時
系
列


